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童謡賛歌⑫

「鼠の祭」
いい旅、二人旅　美術館のあるまち②

新国立劇場舞台美術センター資料館
ふるさと食だより

生き生きネットワーク

腕を磨いて気楽に奉仕

古刀技術の再現にいどむ
遊
ゆう

湯
ゆう

ハイキング⑫

網代湾周辺と御宿の湯

ちばのいちばん物語Vol.12

国内最大規模のグライダー滑空場／日本が誇る数少ない地下資源

オープンカレッジ

俳句／短歌 ●選者・名取 里美／秋葉四郎
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NPO法人四街道サンデー木工倶楽部「木楽会」

ちばのいちばのいいい話話

ハイキング・ウォーキングで起こりやすい怪我の予防 守 正英

病をふせぐ

2006年・秋冬号

童
謡
賛
歌
・
表
紙
の
歌
⑫

「
鼠
の
祭
」

童
心
で
自
然
を
う
た
う

表紙イラスト■野田市在住のイラストレーター・本橋 尚徳

さんが童謡「鼠の祭」をイメージして描いたCG作品です。

本橋さんは野田出身の作曲家・山中直治の童謡の世界をＣ

Ｇで表現し注目を集めています。2000年、絵本『ようこそ

歌の童画館』（新科学出版社)発刊。2006年夏、千葉県立関

宿城博物館で「房総一周スケッチ百景展～江戸川・利根

川・房総の海の風景～」が開かれました。

････････････････････････････20

おいしい時間⑫

佐原骨董市、千葉の干潟展、ちば仕事プラザほか

われら生涯現役■松田　次泰さん

鮮度よし！ ちばの牛乳

「鮪　蔵」 「串じまん」 「Ini・saja」

･････････････････････････････22
「志むら」 「イアラ」 「た　く」

生きがいのための情報誌

ネ
ズ
ミ
た
ち
が
楽
し
げ
に
騒
ぐ
「
鼠
の
祭
」
を

作
詞
し
た
市
原
三
郎
は
１
９
０
５
（
明
治
38
）
年

に
千
葉
郡
千
城
村
（
現
・
千
葉
市
若
葉
区
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
少
年
時
代
に
詩
歌
へ
の
興
味
を
持

ち
、
15
歳
で
初
め
て
童
謡
を
書
き
ま
す
。
千
葉
県

師
範
学
校
を
卒
業
し
て
教
師
に
な
っ
た
頃
、
詩
人

の
白
鳥
省
吾
が
主
宰
す
る
「
地
上
楽
園
」
の
同
人

と
な
り
ま
す
。
長
篇
叙
事
詩
『
田
園
へ
の
騎
士
』、

民
謡
集
『
こ
み
ち
の
花
』
な
ど
を
書
い
て
い
ま
す
。

一
方
、
作
曲
の
山
中
直
治
（
１
９
０
６
〜
１
９
３

７
）
は
当
時
、
東
葛
飾
郡
の
野
田
尋
常
高
等
小
学

校
の
教
師
で
あ
り
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
の
専
属
作
曲
家

で
し
た
。二
人
は
師
範
学
校
時
代
の
同
窓
生
で
す
。

戦
前
に
レ
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
童
謡
「
子
供
の
兵
隊

さ
ん
」
や
「
兎
の
餅
つ
き
」、
民
謡
「
房
州
小
唄
」

は
二
人
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
同
じ

頃
に
市
原
は
、
戦
後
ヒ
ッ
ト
し
た
童
謡
「
里
の
秋
」

の
作
詞
で
知
ら
れ
る
斎
藤
信
夫
（
１
９
１
１
〜
１

９
８
７
）
と
、
千
葉
院
内
尋
常
小
学
校
で
先
輩
教

師
と
し
て
出
会
っ
て
い
ま
す
。
市
原
は
斎
藤
が
詩

■市原三郎の揚水機詩碑と揚水機

千葉市花見川区の検見川神社東参道入口

にあります。花見川の水を田に潤すため50

年以上使われてきた揚水機を神前に奉納す

る際、捧げられた詩が刻まれています。交

通／京成電鉄検見川駅から徒歩約５分
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の
世
界
へ
入
る
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

「
鼠
の
祭
」
は
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
頃
に

山
中
直
治
が
準
備
し
て
い
た
２
冊
目
の
個
人
童
謡

集
の
中
の
作
品
で
、
心
は
ず
む
陽
気
な
メ
ロ
デ
ィ

が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
山
中
の
夭
折
に
よ
っ
て

童
謡
集
は
世
に
出
な
い
ま
ま
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
に
も
市
原
は
２
曲
の
作
詞
を
し
て
い

て
、
二
人
の
親
し
い
間
柄
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
機
織
虫
」
で
は
月
夜
の
晩
に
す
す
き
原
で
鳴
く

キ
リ
ギ
リ
ス
や
ス
ズ
ム
シ
を
、「
雨
だ
れ
電
車
」

は
物
干
し
竿
を
伝
わ
る
雨
水
の
コ
ミ
カ
ル
な
情
景

を
、擬
音
語
や
擬
態
語
を
交
え
て
描
い
て
い
ま
す
。

市
原
は
童
謡
の
ほ
か
に
自
由
詩
、
叙
事
詩
、
民

謡
、
新
短
歌
と
幅
広
く
詩
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

教
師
と
詩
人
を
両
立
さ
せ
、
特
に
多
数
の
小
学
校

歌
を
作
詞
し
ま
し
た
。
そ
の
数
は
千
葉
市
内
を
は

じ
め
県
内
50
校
に
も
及
び
、
教
育
者
と
し
て
の
一

面
が
現
れ
て
い
ま
す
。
特
に
富
里
小
学
校
の
校
歌

は
山
中
が
作
曲
し
て
い
ま
す
。
１
９
５
７
（
昭
和

32
）
年
に
は
同
人
誌
『
童
謡
詩
人
』（
後
に
『
花

園
』）
を
創
刊
し
、
２
年
後
に
は
千
葉
市
末
広
中

学
校
を
最
後
に
教
職
生
活
を
終
え
ま
す
。

技
巧
に
走
る
こ
と
な
く
、
率
直
で
平
明
な
民
衆

詩
の
立
場
は
終
生
一
貫
し
て
い
ま
し
た
。
自
然
主

義
に
徹
し
、
ま
た
詩
は
「
単
な
る
鑑
賞
の
為
で
な

く
思
想
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
そ
の

社
会
性
を
訴
え
ま
し
た
。
１
９
５
６
（
昭
和
31
）

年
の
平
和
詩
集
『
全
世
界
に
訴
え
る
』
に
は
、
太

平
洋
戦
争
の
惨
禍
、
そ
し
て
平
和
へ
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
71
歳
で
亡
く
な
る
２
年

前
に
発
行
さ
れ
た
『
ピ
ノ
キ
オ
詩
派
詩
集
』
の
序

文
に
は
そ
の
姿
勢
が
強
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
然
を
無
視
し
、
山
河
を
荒
ら
し
、
ヘ
ド
ロ
、

水
銀
な
ど
の
公
害
を
招
き
、
水
俣
病
な
ど
で
人
間

も
魚
も
滅
亡
せ
ん
と
し
て
い
る
現
代
、
自
然
は
泣

き
叫
ん
で
い
る
。
今
に
し
て
自
然
の
命
を
愛
し
、

そ
の
心
を
く
み
真
の
自
然
主
義
に
帰
っ
て
此
れ
を

愛
し
、
そ
の
代
弁
と
し
て
詩
人
が
訴
え
て
あ
げ
る

の
は
任
務
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
童
心
を
持
っ
て

自
然
を
み
つ
め
う
た
う
こ
そ
詩
人
で
あ
る
」

１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
に
千
葉
県
で
国
体
が

開
か
れ
た
際
に
は
「
若
潮
国
体
音
頭
」
も
作
詞
。

長
ら
く
後
進
の
指
導
に
も
努
め
、
同
年
に
千
葉
県

作
詞
　
市
原
　
三
郎

作
曲
　
山
中
　
直
治

祭
だ
祭
だ
　
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ

鼠
の
祭
だ
　
お
祭
だ

も
め
も
め
　
お
餅
の
お
み
こ
し
だ

鉢
巻
は
だ
し
で
　
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ

踊
れ
よ
踊
れ
よ
　
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ

鼠
の
祭
だ
　
お
祭
だ

天
井
た
た
い
て
　
皆
踊
れ

揃
い
の
は
っ
ぴ
で
　
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ

歌
え
や
歌
え
や
　
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ

鼠
の
祭
だ
　
お
祭
だ

鼠
の
お
は
や
し
　
笛
太
鼓

お
口
を
揃
え
て
　
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ
チ
ュ
ッ

教
育
功
労
賞
（
芸
術
文
化
部
門
）
を
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
晩
年
は
、
大
賀
ハ
ス
の
発
見
地
か
ら

ほ
ど
近
く
（
現
・
千
葉
市
花
見
川
区
花
園
）
に

住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
大
賀
一
郎
博
士
の
功

績
と
大
賀
ハ
ス
の
普
及
活
動
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。「
は
す
み
音
頭
」
を
作
詞
し
た
り
、
長
篇

叙
情
詩
『
永
遠
の
花
大
賀
一
郎
伝
記
物
語
』
や
戯

曲
『
大
賀
蓮
物
語
り
』
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

出典／CD「山中直治童謡曲集１」(山中直治研究会発行) JASRAC 出 0610390-601

■大塚ばやし（伝承地：市原市海保）
毎年３月、海保神社の祭礼で演奏

されます。神田ばやしの系統を引き、
華やかで奏者の動作も大きく派手な
おはやし。
お問い合わせ／市原市教育委員会　

0436-23-9853
■木更津ばやし（伝承地：木更津市中央）
毎年７月、八剣八幡神社の夏祭り

で演奏されます。神田方面から伝わ
ったといわれ、水運隆盛の時代、木
更津と江戸との盛んな交流がしのば

れる威勢のよいおはやし。
お問い合わせ／木更津市教育委員会　

0438-23-7111
■東金ばやし（伝承地：東金市岩崎・押堀）
西暦偶数年の旧暦６月、日吉神社

の大祭の際に市内を練り歩く豪華な
山車屋台の上で演奏されます。江戸
時代末期から明治時代にかけて完成
したといわれます。
お問い合わせ／東金市教育委員会

0475-50-1187
参考文献／「ふさの国の文化財総覧 第三巻」千葉県文化財課編

県県指指定定無無形形民民俗俗文文化化財財のの祭祭ばばややしし
参
考
文
献

・
『
房
総
文
学
辞
典
』
荒
川
法
勝
編

・
『
よ
み
が
え
る
山
中
直
治
童
謡
の
世
界
』
野
田
市
郷
土
博
物
館
編
集
発
行
ほ
か



セ
ン
タ
ー
資
料
館
は
芸
術
文
化
の
宝
庫
で
す
。

同
資
料
館
は
東
京
・
初
台
の
新
東
京
国
立
劇
場
で

主
催
上
演
さ
れ
た
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
現
代
舞
踊
、

演
劇
の
舞
台
美
術
を
保
管
・
活
用
す
る
目
的
で
平
成

９
年
11
月
に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
、
常
設
展
や
企
画

展
な
ど
魅
力
的
な
展
示
を
実
施
し
公
開
し
て
い
ま

す
。
ま
た
３
５
０
公
演
も
の
舞
台
映
像
を
所
蔵
し
、

無
料
で
鑑
賞
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
魅
力
で
す
。

資
料
館
で
は
新
国
立
劇
場
で
上
演
し
た
舞
台
装
置

の
模
型
、
舞
台
衣
裳
、
小
道
具
な
ど
の
一
部
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
１
階
展
示
ホ
ー
ル
で
は
、
世

界
中
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
華
麗
な

舞
台
の
数
々
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ペ
ラ
『
ア
イ
ー
ダ
』（
Ｆ
・
ゼ
ッ
フ
ィ
レ
ッ
リ
＝

美
術
）
の
舞
台
装
置
の
模
型
、
演
劇
『
夜
明
け
前
』

（
妹
尾
河
童
＝
美
術
）
の
舞
台
模
型
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
グ
ル
ベ
ロ
ー
ヴ
ァ
が
着
用
し
た
衣
裳
（
１
９
７
８

年
ウ
ィ
ー
ン
国
立
劇
場
）
な
ど
、
夢
の
世
界
が
広
が

り
ま
す
。２
階
の
現
代
演
劇
ポ
ス
タ
ー
展
も
魅
力
的
。

05
年
に
日
本
で
上
演
さ
れ
た
演
劇
ポ
ス
タ
ー
の
中
か

4

美術館のあるまち②

芸
術
の
秋
。
世
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
ス
タ
ッ

フ
、
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
オ
ペ
ラ
や
バ
レ
エ
な
ど
を
鑑

賞
し
て
み
ま
せ
ん
か
―
。
新
国
立
劇
場
・
舞
台
美
術バレエ『ロミオとジュリエット』からバルコニーの銅像

現
代
舞
台
芸
術
の
新
し
い
魅
力
と
感
動
に
出
会
う

オ
ペ
ラ
・
バ
レ
エ
・
現
代
舞
踊
・
演
劇
な
ど

新
国
立
劇
場

舞
台
美
術
セ
ン
タ
ー
資
料
館

ら
特
に
話
題
に
な
っ
た
公
演
や
優
れ
た
作
品
60
点
余

り
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
俳
優
、
女
優
の
息
遣
い
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

１
階
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
、
２
階
視
聴
覚
室
は
資
料
館

見
学
の
楽
し
み
の
一
つ
。
Ａ
Ｖ
コ
ー
ナ
ー
は
一
つ
の

ブ
ー
ス
で
３
人
ま
で
利
用
可
。
10
人
以
上
の
場
合
は
、

視
聴
覚
室
に
設
置
さ
れ
た
１
０
０
イ
ン
チ
（
２
５
４

㎝
）
の
大
画
面
で
迫
力
あ
る
舞
台
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
毎
月
１
回
、
第
２
日
曜
日
に
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
舞
台
芸

術
鑑
賞
会
」
が
視
聴
覚
室
で
開
か
れ
、
新
国
立
劇
場

で
上
演
さ
れ
た
舞
台
映
像
を
無
料
で
見
る
こ
と
が
で

オペラ『アイーダ』の舞台で使用の神像

【ＭＥＭＯ】
住　所／銚子市豊里台1-1044

0479-30-1048
http://www.nntt.jac.go.jp

開館時間／午前10時～午後４時30分
（入場は午後４時まで）

休館日／毎週月曜日（休日の場合は次の
平日）、年末年始、展示替え期間

観覧料／一般200円（20名以上団体割引）、
高校生以下・65歳以上・心身障
害者無料

交　通／JR成田線「下総豊里駅」から徒
歩20分　＜車＞東関東自動車道

「佐原香取I.C」から約30分
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吹き抜け天井の資料館。美術的
に価値の高い舞台美術作品など
が保存・公開されています

平成17年度は約1,600人が来館。今後、特別展などが多く開催される予定

き
ま
す
。
定
員
50
名
。
今
後
の
予
定
は
次
の
と
お
り
。

本
年
10
月
28
日（
土
）か
ら
資
料
館
で
「
新
国
立
劇

場
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」
展
を
開
催
。
新
国
立
劇
場
で

上
演
さ
れ
た
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
の
舞
台
写

真
、
舞
台
衣
裳
や
小
道
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

11
月
25
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
「
歌
と
ト
ー
ク
の

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
出
演
者
は
、
今
を

と
き
め
く
オ
ペ
ラ
歌
手
・
安
藤
赴
美
子
さ
ん（
ソ
プ

ラ
ノ
）と
中
原
雅
彦
さ
ん（
テ
ノ
ー
ル
）。
ピ
ア
ノ
は

小
埜
寺
美
樹
さ
ん
。
入
場
料
は
通
常
観
覧
料（
一
般

２
０
０
円
）の
み
で
Ｏ
Ｋ
。

▼

２
階
に
は
「
現
代
演
劇
ポ
ス
タ
ー
展
」
の
展
示
室

と
視
聴
覚
室
が
あ
り
ま
す

2006年

10／８　オペラ『フィガロの結婚』
（03年10月上演）

11／12 オペラ『ドン・ジョヴァンニ』
（00年１月上演）

12／10 オペラ『ヘンゼルとグレーテル』
（02年１月上演）

2007年

１／14 バレエ『シンデレラ』
（01年１月上演）

２／11 オペラ『夕鶴』（00年12月上演）
３／11 オペラ『ラ・ボエーム』

（03年４月上演）
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人
気
の
高
い
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
恋
愛
喜
劇
・
オ
ペ
ラ
『
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
』

（
全
２
幕
）が
12
月
１
日
か
ら
新
国
立
劇
場
で
上
演
（
写
真
提
供
／
新
国
立
劇
場
）

バレエの『白鳥の湖』（11月12日から上演）や
『眠れる森の美女』（07年2月1日から上演）を
写真パネルで解説するほか、舞台衣裳も展示新国立劇場を模型で再現するほか、世界のオペラハウスを紹介

２階展示室では10月28日から「現代演劇ポスター展2005」を開催現在、保管棟に66公演分の舞台衣裳、舞台大道具などを保管
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バレエ『シンデレラ』の美しい舞台。12月15日より新国立劇場で上演（撮影・瀬戸秀美）

い
ち
ご
狩
り

鶏卵大の大粒で甘いのが特徴。１月上旬～５月下旬

まで。町内に７つのいちご園があり、国道356号沿い

の別名いちご街道に直売所が並びます。バリアフリ

ーの水耕栽培も特色の一つです。

お問合せ／東庄町観光協会（役場まちづくり課内）

0478-86-1111

http://www.town.tohnosho.chiba.jp/

自然観察路、芝生広場、お花見広場、花菖蒲園、水

鳥観察舎、テニスコート、アスレチックなど。

場　　所／香取郡東庄町小南639

交　　通／JR総武本線飯岡駅、JR成田線笹川駅から

タクシーで約15分

お問合せ／東庄県民の森管理事務所

0478-87-0393 http://tonosho-mori.jp/

おおむらさき、やまつつじ、琉球など約3,000本。見

ごろは４月下旬～5月中旬。敷地続きの東大社では毎

年10月20日に「やぶさめ神事」、２年に一度（2008年）

４月にお浜降りの御神幸が行われます。

場　　所／香取郡東庄町宮本

交　　通／JR成田線下総橘駅から徒歩約30分

お問合せ／東庄町観光協会（役場まちづくり課内）

東
庄
県
民
の
森

雲
井
岬
つ
つ
じ
公
園
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平
成
17
年
の
千
葉
県
の
生
乳
（
搾
っ
た
ま
ま
の
牛
の

乳
）
生
産
量
は
２
９
４
、
０
５
８
ｔ
で
、
全
国
第
３
位
で

す
。
１
位
は
北
海
道
、
２
位
は
栃
木
県
で
す
。
生
産
さ
れ

た
生
乳
の
一
部
は
県
外
へ
の
流
通
、
ま
た
県
外
か
ら
移
入

が
あ
り
ま
す
が
、
県
内
で
処
理
さ
れ
る
生
乳
の
う
ち
、
実

に
97
・
９
％
が
牛
乳
等
に
な
り
ま
す
（
円
グ
ラ
フ
参
照
）。

県
内
で
早
朝
に
搾
ら
れ
た
生
乳
は
早
け
れ
ば
昼
頃
に
は
工

場
に
届
け
ら
れ
、
新
鮮
な
牛
乳
が
消
費
者
に
届
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
平
成
18
年
３
月
末
現
在
で
、
千
葉
県

酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会
に
加
入
し
て
い
る
酪
農
家
は

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

生
乳
の
98
％
が
牛
乳
に

１
、
０
３
３
戸
で
す
。

生
乳
は
牛
乳
、
乳
飲
料
、
発
酵
乳
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
乳

製
品
の
原
料
に
な
り
ま
す
。
消
費
の
動
向
を
反
映
し
て
、

牛
乳
の
生
産
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
乳
飲
料
や
発
酵

乳
、
乳
酸
菌
飲
料
の
生
産
量
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

酪農発祥の地、千葉県。

大量消費地の近くで、

新鮮な生乳が生産されています。

ふるさと食食 だより

鮮
度
よ
し
！

ち
ば
の
牛牛
乳乳

その他向け 
4,236t

乳製品向け 
1,317t

牛乳等向け 
258,914t

知
っ
て
い
ま
す
か
「
３
―

Ａ
―

Ｄ
ａ
ｙ
」

乳酸菌飲料 
1,252ml

加工乳・成分調整牛乳 
16,282ml

発酵乳 
18,033ml

乳飲料 
102,484ml

牛乳 
218,557ml

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
で
は
年
代
を
問
わ
ず
、
カ
ル

シ
ウ
ム
不
足
の
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
普
段
の
食
生
活

の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
、
乳
製
品
に
よ
っ
て
改
善
す
る
ひ

と
つ
の
方
法
が
「
３
―
Ａ
―
Ｄ
ａ
ｙ(

ス
リ
ー
・
ア
・
デ

イ)

」
で
す
。「
３
」
は
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
の

こ
と
。
こ
れ
ら
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
１
日
３
回
、

ま
た
は
３
品
、
普
段
の
食
生
活
に
加
え
る
提
案
で
す
。

３
年
前
に
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
運
動
で
、
イ
ギ
リ

ス
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
各
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
国
内

で
も
酪
農
・
乳
業
界
が
中
心
と
な
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
で
す
。
一
部
の
牛
乳
や
チ
ー
ズ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。



見学場所　　　　　　　　電話番号・ＨＰアドレス　 ①交通②見学時間③定休日④１回に見学できる人数⑤事前申込

千葉明治牛乳(株)
千葉市若葉区愛生町1

千葉酪農農業協同組合
千葉市若葉区富田町1033-1

古谷乳業(株) 成田工場　
香取郡多古町水戸字水戸台1-16
日本ミルクコミュニティ(株)
野田工場　
野田市上三ケ尾字平井256-1

千葉北部酪農農業協同組合　
八千代市大和田新田188

南房総みるく農業協同組合
鴨川工場
鴨川市広場1726
君津牛乳(有)
富津市大堀1757
日本ミルクコミュニティ(株)
富里工場
富里市高野700-1

043-422-3611

043-228-5221

0479-76-7770／生産管理　
http://www.furuya-milk.co.jp

04-7122-2246／見学担当　
http://www.megmilk.com

047-450-4411／販売課　
http://www.yachiyo-milk.or.jp

0470-92-1301／総務課

0439-87-4511／工場・桜井

0476-93-4151／業務課　
http://www.megmilk.com
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３
品
を
食
べ
る
量
の
目
安
は
、
牛
乳
２
０
０
ml(

コ
ッ

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲

▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲

▼

▼

※見学無料。見学の際は清潔な服装や靴で参加しましょう。

「
３
Ａ
Ｄ
ａ
ｙ
」
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク

資
料
提
供
／
千
葉
県
酪
農
農
業
協
同
組
合
連
合
会

千
葉
県
牛
乳
普
及
協
会

カ
ル
シ
ウ
ム
だ
け
じ
ゃ
な
い
牛
乳
の
力

プ
１
杯
程
度)

、
ヨ
ー
グ
ル
ト
１
０

０
g(
小
さ
い
カ
ッ
プ
１
個
程
度)

、

チ
ー
ズ
20
g(

６
Ｐ
タ
イ
プ
１
個
程

度)

で
す
。
牛
乳
が
苦
手
な
方
は
ほ

か
の
飲
み
物
に
混
ぜ
て
み
た
り
、
取

り
組
み
方
は
自
由
で
す
。

千葉県牛乳普及協会では毎年、牛乳や乳製品を使っ
た料理コンクールを実施しています。最優秀作品(千葉
県知事賞)は県代表として全国大会に推薦されます。今
年の全国大会は11月12日に開催されます。平成15年の
全国大会で農林水産大臣賞に輝いた作品を紹介します。

(写真提供／千葉県牛乳普及協会 043-224-4839)

「ふふふ、無敵のかんたんクリームコロッケ」
◆◇◆◇◆◇◆◇◆材　料(4人分)◆◇◆◇◆◇◆◇◆
車麩
くるまぶ

(輪切りのもの)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16枚
ロースハム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4枚
スライスチーズ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4枚
アスパラ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2本
牛乳‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥800ml
小麦粉、パン粉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適宜
卵‥‥‥‥2個(小麦粉大さじ1杯と牛乳30mlを加える)
バジリコ、ナツメグ、塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適宜
固形コンソメ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5個
サラダ油‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適宜
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆作 り 方◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
①車麩を水に浸してやわらかくもどす。
②アスパラを茹で、輪切りにする。
③牛乳、コンソメ、塩、ナツメグを鍋に入れて火にか
ける。

④①の水気を切って③に入れ約30分落とし蓋をして煮
る。車麩の裏に小麦粉とバジリコをふり、その上に
ハム、チーズ、アスパラ、チーズ、ハムの順にのせ

て車麩で挟む。
⑤④に小麦粉、卵、パン粉の
順につけて180度の油で揚
げる。

牛
乳
や
乳
製
品
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
で
骨
を
丈
夫

に
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
免

疫
や
神
経
に
働
き
か
け
る
生
体
調
節
機
能
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
牛
乳
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
に

は
リ
ン
パ
球
な
ど
の
免
疫
細
胞
を
増
や
し
た
り
、
血
管

を
丈
夫
に
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
タ
ン
パ
ク
質

①JR西千葉駅からバス約30分「六方町」下車、徒歩約１分、またはタク
シー約20分 ②10:00～15:00 ③土・日曜 ④5～約20人まで ⑤30日前まで
に申込　※12～1月は見学不可。場内写真撮影不可
①千葉都市モノレール千城台駅からバス約35分「千葉酪農協」下車、徒
歩約１分、またはタクシー約15分 ②9:00～12:00 ③なし ④1～約50人ま
で ⑤7日前までに申込　※年末年始を除き通年見学可。少人数の場合は
説明者がつかない場合がある
①JR横芝駅からタクシー約20分 ②9:00～15:00 ③日曜・祝日 ④5～約40
人まで⑤7日前までに申込　※年末年始を除き通年見学可
①東武野田線梅郷駅から徒歩約20分、またはタクシー約5分 ②10:00～、
13:30～の2回 ③土曜 ④1～約80人まで ⑤3日前までに申込　※年末年始
を除き通年見学可
①京成電鉄八千代台駅からバス約15分「消防本部前」下車、徒歩約3分、
またはタクシー約10分 ②月・水・土曜の8:00～10:00 ③なし ④10～約
30人まで ⑤60日前までに申込　※10月以降、先着3グループまで特別に
見学受入
①JR安房鴨川駅から徒歩約25分、またはタクシー約7分②10:00～12:00 、
13:00～15:00 ③土・日曜・祝日 ④1～約20人まで ⑤7日前までに申込
※年末年始を除き通年見学可
①JR青堀駅から徒歩約5分 ②9:00～11:00 ③土・日曜 ④1～約10人まで
⑤7日前までに申込　※7中旬～8月は見学不可
①JR成田・京成成田駅からタクシー約20分 ②9:00～14:00 ③土・日曜
・祝日 ④10～約40人まで ⑤10日前までに申込　※年末年始を除き通年
見学可

が
分
解
さ
れ
て
で
き
る
ペ
プ
チ
ド
は
高
血
圧

を
予
防
し
、
オ
ピ
オ
イ
ド
ペ
プ
チ
ド
は
気
持

を
鎮
め
る
作
用
が
あ
る
な
ど
、
健
康
に
役
立

つ
機
能
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
を
訪
ね
る
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県
立
中
央
博
物
館
で
来
年
１
月
27
日
〜

２
月
18
日
ま
で「
千
葉
の
干
潟
展
・
砂
と

泥
に
か
く
れ
た
驚
き
の
世
界
」の
展
示
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
同
展
は
、
年
末

ま
で
３
回
、
同
博
物
館
と
県
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
が
三
番
瀬（
東
京
湾
）や
盤ば

ん

洲ず（
木
更
津
）、

一
宮
川
・
夷
隅
川
河
口
の
干
潟
を
調
査
・

観
察
し
た
結
果
を
展
示
す
る
も
の
。

今
年
３
回
目
の
調
査
・
観
察
会
は
、
三

４
つ
の
業
務
で
新
発
足

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ

小
江
戸
巡
り
の
記
念
品
を
探
す

八
坂
神
社
で
佐
原
骨
董
市

歴史ある神社は骨董市にぴったりの趣

水
郷
佐
原
観
光
の
楽
し
さ
が
ま
た
ひ
と

つ
増
え
ま
し
た
。
地
域
の
氏
神
様
の
八
坂

神
社
で
本
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
骨
董
市

は
回
を
重
ね
る
毎
に
訪
れ
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
野
川
と
佐
原
の
町
並

み
を
考
え
る
会
と
香
取
市
が
協
力
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
大
木
が
生
い
茂
る
境
内

に
は
市
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
骨
董
商
25
軒

が
出
店
。
和
洋
食
器
、
茶
器
、
陶
器
、
彫

千
葉
の
干
潟
展

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
し
開
催

同
プ
ラ
ザ（
千
葉
市
美
浜
区
幕
張
西
）は
、

千
葉
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
旧
テ
ク

ノ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
）の
従
来
事
業
に
加
え
、

番
瀬
グ
ル
ー
プ
が
12
月
３
日（
日
）に「
干

潟
の
冬
鳥
」、
盤
洲
グ
ル
ー
プ
が
10
月
22

日（
日
）に「
干
潟
の
生
き
物
と
植
物
ウ
ラ

ギ
ク
」、
外
房
グ
ル
ー
プ
が
12
月
17
日（
日
）

に「
干
潟
に
飛
来
す
る
野
鳥
」の
テ
ー
マ
で

開
催
。
参
加
は
自
由
。
定
員
は
30
名
。

参
加
申
込（
夜
の
み
）は
、
三
番
瀬
が
田

久
保
晴
孝
さ
ん〔

・

０
４
７（
４
３
４
）

９
８
２
４
〕、
盤
洲
が
御み

簾す

納の
う

照
雄
さ
ん〔

・
０
４
３
９（
２
７
）２
２
４
５
〕、
外

房
が
手
塚
幸
夫
さ
ん〔

０
４
７
０
（
６

２
）
８
９
３
０
、
（
６
２
）８
９
３
５
〕。

子
育
て
お
母
さ
ん
や
シ
ニ
ア
世
代
、
若
者

た
ち
の
就
職
支
援
業
務
を
合
わ
せ
て
新
発

足
し
た
組
織
で
す
。「
子
育
て
お
母
さ
ん

再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
出
産
、
子

育
て
で
仕
事
を
離
れ
て
い
た
女
性
の
再
就

職
を
支
援
す
る
た
め
の
相
談
や
研
修
、
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
支
援
を
し
ま
す
。
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
安
心

し
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
生
涯
現
役
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
や

「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

も
同
様
で
、
再
就
職
等
の
た
め
の
相
談
や

研
修
セ
ミ
ナ
ー
、
企
業
と
の
出
会
い
を
進

め
る
た
め
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
は
毎
週
火
曜
日
〜
土
曜
日
。
時

間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。
休
み
は
月

曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
。
ご
相
談
予
約

は
　
０
４
３（
２
７
３
）４
５
１
０
。
無
料

http://w
w
w
.techpyra.jp/

刻
、
書
籍
、
着
物
、
農
具
、
懐
か
し
の
レ

コ
ー
ド
や
玩
具
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
開
催

は
毎
月
第
１
日
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
。
神
社
境
内
に
は
佐
原
の
祭
礼
の
山

車
を
展
示
す
る
山
車
会
館（
有
料
）も
あ
り

ま
す
。
交
通
／
JR
佐
原
駅
か
ら
徒
歩
８
分

※
駐
車
場
あ
り

問
い
合
せ
は

０
４
７
８（
５
４
）７
７
６
６

佐
原
町
並
み
交
流
館

盤洲干潟の観察会

お母さんや団塊の世代から期待されている同プラザ

▲こののぼ

りが目印
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国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
公
認
の
本
格

的
な
シ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス
で
す
。
全
長
８

９
５
ｍ
で
18
ホ
ー
ル
、
パ
ー
33
。
ル
ー
ル

は
ゴ
ル
フ
と
同
じ
。
木
頭
つ
き
の
ク
ラ
ブ

で
合
成
樹
皮
製
の
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
転
が

し
、少
な
い
打
数
で
上
が
っ
た
人
が
勝
ち
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
だ
れ
で
も
プ
レ

ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
よ
そ
１
時

間
か
ら
１
時
間
半
で
全
ホ
ー
ル
を
回
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

利
用
料
は
１
人
１
回
当
た
り
一
般
市
民

千
円
、
同
市
外
２
千
円
。
高
校
生
以
下
お

よ
び
65
歳
以
上
は
半
額
。
ク
ラ
ブ
や
ボ
ー

ル
の
貸
し
出
し
は
無
料
。
開
場
時
間
は
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時（
11
月
１
日
〜
翌

習
志
野
市
茜
浜
に
開
場

気
軽
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

年
１
月
末
は
午
後
４
時
半
ま
で
）。
休
場

は
毎
週
水
曜
日（
水
曜
日
が
休
日
の
場
合

は
そ
の
翌
日
）と
年
末
年
始
。
問
い
合
せ

は
指
定
管
理
者
ミ
ナ
ト
興
業

・
　
０
４

７（
４
５
３
）７
６
６
６

つ
。
世
界
的
な
バ
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
故
・
鈴

木
省
三
氏
の
遺
族
か
ら
、
故
人
が
収
集
し

た
資
料
や
愛
用
品
な
ど
約
９
千
点
が
寄
贈

さ
れ
、
そ
の
一
部
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
バ
ラ
園
の
一
番
の
見
ご
ろ
は
春

で
す
が
、
秋
に
咲
く
も
の
も
あ
り
ま
す
。

バ
ラ
園
の
運
営
・
管
理
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ラ
文

化
研
究
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
っ
て
い

ま
す（
常
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
）。
開

室
日
時
は
金
・
土
・
日
曜
日
の
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
。
佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
入
園
料

は
大
人
４
０
０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０

円
、
３
歳
以
上
の
幼
児
１
５
０
円
。
バ
ラ

園
、
資
料
室
は
無
料
。
問
い
合
せ
は
バ
ラ

園
管
理
室
　
０
４
３（
４
８
６
）９
３
５
６

奥
深
い
バ
ラ
の
世
界
へ

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
バ
ラ
園
資
料
室

税理士
が個別

に

お応え
します

実　施　店

本 店 営 業 部

柏コンサルティングプラザ

船橋駅前支店

本 八 幡 支 店

実　施　日

毎月18日

毎月第２金曜日

毎月 8 日

毎月16日

時 間

10:00

〜

15:00

お問い合わせ先

043-222-2121

04-7163-7781

047-422-5501

047-378-2511

★ 税務相談会は予約制となっておりますので、参加ご希望の方

は実施店の窓口、またはお電話でお問い合わせください。

★ 実施日が銀行休業日の場合は、翌営業日に実施いたします。

をご利用ください税 務 相 談 会
の

千
葉
県
の
魅
力
を
発
信

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

県
な
ら
で
は
の
特
別
料
理
を
開
発
す
る

な
ど
、
千
葉
県
の
魅
力
を
広
く
全
国
に

発
信
す
る
一
方
、
観
光
客
の
入
り
込
み

が
前
年
同
期（
２
８
０
０
万
人
）比
５
％

〜
10
％
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

懐
か
し
の
蒸
気
機
関
車
が
千
葉
―
木

更
津
間
、
木
更
津
―
館
山
間
で
運
行
す

る
ほ
か
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
問
い
合
せ
は
県
商
工
労
働
部

観
光
課
　
０
４
３（
２
２
３
）２
４
１
８

東
京
圏
で
は
初
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
「
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
来
春
２
月
１
日
〜
４
月
30

日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
千
葉
県
や

市
町
村
、
観
光
業
者
な
ど
約
４
０
０
団
体

で
作
る
「
ち
ば
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
協

議
会
」
が
中
心
と
な
り
、
JR
６
社
や
旅
行

会
社
の
協
力
を
得
て
展
開
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
、
千
葉
県
を
魅
力
的
に
変
え
る

た
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
開
発
し
、
千
葉

本
年
５
月
、
佐
倉
市
に
あ
る
佐
倉
草
ぶ

え
の
丘
に
バ
ラ
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
原
種
や
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
を
中
心
と

す
る
本
格
的
バ
ラ
園
で
す
。
同
バ
ラ
園
に

併
設
さ
れ
た
資
料
室
も
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と

蒸気機関車も運行しキャンペーンを盛り上げます

今年５月、県内で３番目にオープンした公認コース

資料室にはバラの色や香りの魅力を紹介するコーナ
ーも設けられています。書籍の貸出はできません
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ち
ば
の

野
田
市
北
部
の
河
川
敷
に
あ
る
関
宿
滑
空
場

は
、
滑
走
路
の
長
さ
が
１
５
０
０
ｍ
、
幅
１
０

０
ｍ
、
面
積
は
22
万
６
５
０
　
と
国
内
最
大
の

広
さ
で
す
。
滑
空
場
の
歴
史
は
１
９
６
９
（
昭

和
44
）
年
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
専
用
の
飛
行
場
と
し

て
、
当
時
の
建
設
省
が
　
日
本
航
空
協
会
に
占

有
を
許
可
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
翌
年
、

工
費
３
０
０
万
円
で
河
川
敷
の
小
さ
な
池
を
埋

め
る
な
ど
し
て
整
備
さ
れ
、「
東
京
滑
空
セ
ン

タ
ー
」
の
名
称
で
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
に
は
格
納
庫
も
完
成
。

長
ら
く
同
協
会
が
管
理
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
維
持
が
難
し
く
な
り
現
在
は
グ
ラ
イ
ダ
ー
の

愛
好
家
が
集
ま
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
宿
滑
空
場
（
会

員
約
１
８
０
人
）
を
つ
く
り
、
会
費
を
出
し
合

い
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
滑
走
路
の
整
備

や
、
所
有
す
る
飛
行
機
で
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
曳え

い

航

飛
行
機
に
曳
航
さ
れ
て
離
陸
す
る
グ
ラ
イ
ダ
ー

メ
ー
カ
ー
も
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年

代
に
は
国
内
メ
ー
カ
ー
が
な
く
な
り
、
現
在
は

ド
イ
ツ
製
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
愛
好
家
は
学
生
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
自

営
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
近
年
は
定
年
後
の
シ

ニ
ア
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
始
め
る
に
は
各
ク
ラ

ブ
に
入
る
の
が
一
般
的
で
す
。
ク
ラ
ブ
内
で
指

導
を
受
け
、
ソ
ロ
フ
ラ
イ
ト
の
経
験
を
重
ね
て

ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

見
て
楽
し
む
な
ら
ば
、
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
、
天
候
の
穏
や
か
な
休
日

が
お
勧
め
で
す
。
毎
年
春
に
は
、
北
海
道
大
学
、

東
京
大
学
、
大
阪

大
学
な
ど
が
参
加

す
る
国
立
七
大
学

総
合
体
育
大
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
は
社
会

人
の
大
会
で
あ
る

日
本
滑
空
選
手
権

大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
飛
行

援
助
用
の
無
線

局
も
開
局
さ
れ

て
い
ま
す
。

戦
前
は
グ
ラ

イ
ダ
ー
製
造
が

盛
ん
で
、
国
内

江戸川河川敷に広がる関宿滑空場

ｍ2

所在地／野田市平井地先
交　通／東武野田線川間駅からバス15分、

「平井入口」下車、徒歩７分　
※見学の際は滑走路に入らない
ようご注意ください

お問い合わせ／　04-7198-1401
（ＮＰＯ関宿滑空場）

http://www2.ttcn.ne.jp/̃NPOsekiyado/

動力のない翼は極限まで薄く、長い
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ヨ
ウ
素
の
最
も
大
き
な
用
途（
別
図
に
割
合
）

は
医
薬
分
野
で
、
う
が
い
薬
や
消
毒
薬
な
ど
が

一
般
的
で
す
。
さ
ら
に
医
療
用
で
は
殺
菌
消
毒

剤
や
甲
状
腺
症
お
よ
び
動
脈
硬
化
症
の
防
止
の

ほ
か
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
造
影
剤
な
ど
最
先
端
の

分
野
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

工
業
用
で
は
触
媒
や
写
真
感
光
剤
、
土
壌
殺

菌
剤
、
種
子
殺
菌
剤
、
発
育
調
整
剤
な
ど
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
関
連
で
は
殺
菌
剤
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
主
要
製
品
だ
け
で
も
50

種
類
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

最
近
で
は
更
な
る
化
学
研
究
の
進
歩
に
伴
い

ヨ
ウ
素
化
合
物
が
注
目
を
集
め
、
液
晶
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
用
偏
光
膜
な
ど
、
電
子
材
料
に
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
生
産
量
は
チ
リ
に
次
い
で
第
２
位
。

そ
の
大
部
分
が
本
県
外
房
地
区
で
生
産
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
ヨ
ー
ド
工
業
会
に
よ
れ
ば
、
平

成
16
年
の
生
産
量
は
全
国
で
７
５
０
０
ｔ
、
う

ち
千
葉
県
が
６
２
５
０
ｔ
で
全
体
の
83
・
3
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ド
は
、
天
然
ガ
ス
を
採
取
す
る
際
に
く

み
上
げ
た
古
代
海
水
”か
ん
水
“
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
お
よ
そ
２
千
年
前
、
関
東
平
野
が
ま

だ
海
底
に
あ
っ
た
頃
、
多
く
の
有
機
物
が
積
も

り
悠
久
の
時
を
経
て
作
ら
れ
た
”幻
の
養
分
“
で

あ
り
、
地
球
か
ら
の
貴
重
な
贈
り
物
で
す
。
本

県
の
場
合
、
特
に
ヨ
ー
ド
含
有
量
が
多
く
、
鉱

床
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
で
も
全
国
一
位
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ヨ
ウ
素
は
、
人
間
や
動
物
の
生
存
に
と
っ
て

必
須
の
元
素
で
す
。
欠
乏
す
る
と
、
甲
状
腺
肥

大
や
知
能
障
害
、
発
育
不
全
な
ど
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
海

藻
や
魚
類
か
ら
摂
取
で
き
る
の
で
、
ヨ
ー
ド
欠

乏
症
と
い
う
病
気
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア

や
欧
米
の
海
岸
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
は
、

ヨ
ー
ド
欠
乏
症
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、

食
卓
塩
に
ヨ
ウ
素
を
混
ぜ
て
健
康
を
保
つ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

県内のヨード（ヨウ素）生産量は日本一

世世界界ののヨヨウウ素素需需要要（（推推定定））

写真・資料提供／合同資源産業株式会社
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あ
し
た
ば
の
天
麩
羅
届
く
春
夕

市
原
市
　
佐
藤
　
陽
子

あ
お
あ
お
と
し
た
あ
し
た
ば
の
天
麩
羅
。
春
の
息
吹
の

よ
う
で
み
ず
み
ず
し
い
で
す
ね
。「
春
夕
べ
」
と
い
う
季

語
も
よ
い
と
存
じ
ま
す
が
、「
春
灯
」「
春
の
雨
」
な
ど
季

語
を
い
ろ
い
ろ
当
て
は
め
て
み
る
と
、
ま
た
、
新
し
い
趣

が
立
ち
現
れ
て
き
ま
す
。
お
試
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。

大
き
顔
小
さ
く
洗
ふ
今
朝
の
冬

千
葉
市
　
小
倉
　
通
子

あ
ま
り
の
寒
さ
に
顔
を
洗
う
水
の
冷
た
さ
が
つ
ら
い
立

冬
で
す
。
思
わ
ず
作
者
は
「
小
さ
く
」
洗
っ
て
し
ま
っ
た

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
自
嘲
し
て
「
大
き
顔
」
と
な

さ
っ
て
い
ま
す
が
、
文
法
上
は
「
大
き
な
顔
」
と
な
り
ま

す
。
ユ
ー
モ
ア
の
あ
ふ
れ
る
立
冬
の
朝
が
描
け
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

《
添
削
例
》
大
き
な
顔
小
さ
く
洗
ふ
今
朝
の
冬

初
雪
の
か
ら
だ
に
し
み
る
冬
の
空

我
孫
子
市
　
朝
一
　
ツ
グ
子

雪
の
降
る
日
の
冷
え
は
厳
し
い
で
す
ね
。
初
雪
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。「
し
み
る
」
は
文
語
に
す
る
と

「
し
む
る
」
と
な
り
ま
す
。
文
語
を
用
い
た
方
が
俳
句
は

格
が
あ
が
る
よ
う
で
す
。「
冬
の
空
」
と
な
る
と
、
季
語

が
重
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、「
山
の
空
」
な
ど
景
色
の
わ

か
る
下
五
に
な
さ
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
初
雪
の
か
ら
だ
に
し
む
る
山
の
空

海
棠
の
一
枝
走
る
松
の
な
か

印
旛
郡
酒
々
井
町
　
大
竹
　
隆
一
郎

海
棠
の
花
は
び
っ
し
り
と
咲
く
と
重
厚
で
美
し
く
あ
で

や
か
で
す
。
そ
の
海
棠
の
一
枝
が
松
の
中
に
伸
び
て
し
ま

っ
た
の
で
す
ね
。
花
が
松
葉
に
触
れ
て
哀
れ
に
感
じ
ら
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
も
よ
ろ
し
い
と
存
じ

ま
す
が
、
動
詞
を
な
く
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
海
棠
の
花
の
一
枝
松
の
中

雑
草
と
蟻
が
き
そ
っ
て
動
き
出
す

船
橋
市
　
稲
生
　
富
美

生
き
生
き
と
し
た
作
品
で
す
。
春
の
生
命
感
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。「
き
そ
っ
て
」
が
作
者
の
発
見
で
す
ね
。
漢
字

に
し
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。「
動
き
出
す
」
も
「
動
き
出
し
」

と
し
た
方
が
散
文
に
な
ら
な
く
て
よ
い
か
と
存
じ
ま
す
。

《
添
削
例
》
雑
草
と
蟻
が
競
っ
て
動
き
出
し

籐
椅
子
や
風
の
道
あ
る
祖
母
の
家

千
葉
市
　
進
藤
　
道
子

涼
し
そ
う
な
籐
椅
子
で
す
。
作
者
の
お
気
に
入
り
の
場

所
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
よ
い
作
品
だ
と
思

い
ま
す
。
あ
え
て
添
削
例
を
あ
げ
る
と
「
風
の
道
あ
る
」

を
「
風
吹
き
抜
け
る
」
と
す
る
か
で
す
が
、
作
者
の
ご
判

断
に
お
任
せ
い
た
し
ま
す
。

《
添
削
例
》
籐
椅
子
や
風
吹
き
抜
け
る
祖
母
の
家

《
添
削
例
》
あ
し
た
ば
の
天
麩
羅
届
く
春
灯

村
映
る
植
田
の
な
か
に
子
等
の
こ
ゑ

四
街
道
市
　
鈴
木
　
久
子

村
が
田
植
え
の
賑
わ
い
に
あ
る
と
き
で
す
ね
。
田
ん
ぼ

の
水
に
村
の
様
子
が
映
っ
て
、
美
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
植
田
」
は
「
早
苗
田
」
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

早
苗
が
そ
よ
そ
よ
揺
れ
て
い
る
感
じ
が
す
る
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
。「
早
苗
田
」
を
冒
頭
に
据
え
て
、
こ

う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
添
削
例
》
早
苗
田
に
村
映
り
け
り
子
等
の
こ
ゑ

納
屋
広
く
開
け
て
今
年
の
つ
ば
め
待
つ

南
房
総
市
　
川
上
　
惇

燕
の
飛
来
を
待
つ
作
者
で
す
。
燕
の
た
め
に
納
屋
を
広

く
開
け
て
あ
げ
る
優
し
い
作
者
で
す
。「
開
け
て
」
は

「
開
き
」
の
方
が
よ
ろ
し
い
か
と
存
じ
ま
す
。
つ
ば
め
は

漢
字
の
方
が
趣
が
で
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
号
が
届
く
頃
に

は
も
う
燕
は
巣
立
ち
の
と
き
で
し
ょ
う
か
。

《
添
削
例
》
納
屋
広
く
開
き
今
年
の
燕
待
つ

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

俳
句
◆
選
・
指
導
　

名
取

里
美
（
俳
人
）

大
の
字
に
寝
て
ふ
る
さ
と
の
蝉
時
雨

千
葉
市
　
龍
谷
　
精
二

気
持
ち
の
よ
い
作
品
で
す
。
蝉
時
雨
も
ふ
る
さ
と
で
聴

く
の
で
格
別
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。
大
の
字
に
寝
そ
べ

る
爽
快
さ
と
。
こ
の
ま
ま
で
よ
い
作
品
で
す
。
添
削
す
べ

き
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
あ
え
て
す
る
と
、「
寝
て
」

を
「
寝
る
」
と
お
く
か
で
し
ょ
う
か
。

《
添
削
例
》
大
の
字
に
寝
る
ふ
る
さ
と
の
蝉
時
雨
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※
６
月
30
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
平
成
18
年
12
月
31
日
で
す
。

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

短

歌
◆
選
・
指
導
　

秋
葉

四
郎
（
歌
人
）

潮
さ
い
の
音
の
聞
ゆ
る
菜
畠
に
母
の
顕
ち
く

る
十
三
回
忌

我
孫
子
市
　
小
出
　
禮
子

潮
騒
が
し
て
菜
畑
が
あ
る
と
こ
ろ
で
の
母
の
回
想
だ
か

ら
、
説
得
力
が
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
働
く
母
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
潮
騒
」
は
す
で
に
音
だ
か
ら
「
音

の
」
は
い
ら
な
い
。
一
例
と
し
て
「
近
く
」
を
示
す
。

《
添
削
例
》
潮
騒
の
近
く
聞
こ
ゆ
る
菜
畠
に
母
の
顕
ち
来

る
十
三
回
忌

《
添
削
例
》
紅
梅
が
咲
き
い
る
家
の
表
札
が
二
枚
と
な
り

て
幼
の
声
す

わ
が
旋
毛
ふ
た
つ
あ
り
し
は
子
に
伝
ひ
孫
も

受
け
つ
ぐ
血
脈
の
妙

館
山
市
　
石
原
　
稜
子

人
間
は
皆
同
じ
よ
う
で
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
が
あ

る
。
そ
の
ひ
と
つ
「
旋
毛

つ
む
じ

」
な
ど
が
ち
ゃ
ん
と
孫
に
ま
で

遺
伝
し
て
い
て
、思
い
が
け
な
い
感
慨
を
抱
い
た
と
こ
ろ
。

「
…
の
妙
」
ま
で
言
う
と
平
凡
に
な
る
。

《
添
削
例
》
わ
が
旋
毛
ふ
た
つ
あ
る
こ
と
子
に
伝
ひ
孫
の

受
け
つ
ぐ
血
脈
な
れ
ば

一
斉
に
咲
き
た
る
梨
の
ま
る
き
花
雪
積
む
如

く
窓
下
に
見
ゆ

市
川
市
　
二
本
柳
　
み
よ

一
気
に
咲
い
た
梨
の
花
の
感
じ
を
上
手
く
言
い
得
て
い

る
。「
ま
る
き
花
」
は
よ
く
見
た
。
甚
だ
白
い
か
ら
「
雪
」

の
連
想
も
悪
く
な
い
。
表
現
も
こ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、

「
積
む
雪
」
の
方
が
よ
り
的
確
か
。

《
添
削
例
》
一
斉
に
咲
き
た
る
梨
の
ま
る
き
花
積
む
雪
の

ご
と
窓
下
に
見
ゆ

紅
梅
が
咲
き
た
る
家
の
表
札
が
二
枚
と
な
り

て
児
の
声
響
く

我
孫
子
市
　
小
坂
　
和
子

子
供
の
い
る
娘
一
家
な
ど
が
親
の
家
に
同
居
し
た
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
他
家
な
が
ら
子
供
の
声
の
す
る
家
を
祝
福

し
て
い
る
の
が
い
い
。「
紅
梅
が
咲
き
た
る
」
は
つ
き
過
ぎ

て
よ
く
な
い
。「
咲
き
い
る
」
く
ら
い
な
ら
気
に
な
ら
な
い
。

ふ
る
さ
と
は
佐
倉
に
な
り
ぬ
道
き
か
れ
口
な

め
ら
か
に
町
の
名
出
る

佐
倉
市
　
大
友
　
榮
子

転
居
し
永
住
の
地
と
し
た
「
佐
倉
」
に
す
っ
か
り
な
じ

ん
で
、
道
案
内
の
出
来
た
こ
と
を
自
ら
よ
ろ
こ
ん
で
い
る

と
こ
ろ
。
率
直
に
て
同
感
で
き
る
。「
町
の
名
出い

づ

る
」
と

読
ま
せ
た
い
だ
ろ
う
が
、「
出い

づ
」
が
望
ま
し
い
。

《
添
削
例
》
ふ
る
さ
と
は
佐
倉
に
な
り
ぬ
道
き
か
れ
口
な

め
ら
か
に
町
の
名
の
出
づ

病
床
の
窓
よ
り
差
し
た
る
朝
日
見
て
病
み
し

身
体
に
心
癒
さ
る

船
橋
市
　
松
村
　
明
和

病
む
身
だ
か
ら
朝
日
が
こ
と
さ
ら
心
に
沁
み
て
元
気
を

得
て
い
る
歌
。
内
容
同
感
で
き
る
。
ず
ば
り
心
身
が
癒
さ

れ
る
と
表
現
す
る
方
が
生
き
る
。

《
添
削
例
》
病
床
の
窓
よ
り
と
ど
く
朝
日
に
て
病
む
身
も

心
も
共
に
癒
さ
る

友
逝
き
し
故
郷
訪
ね
て
身
に
ぞ
し
む
桔
梗
の

花
の
密
や
か
に
咲
く

印
旛
郡
酒
々
井
町
　
佐
藤
　
か
ね

亡
き
友
を
悼
む
た
め
に
来
た
そ
の
故
郷
に
、
つ
つ
ま
し

い
ち
に
ち
の
す
べ
て
終
り
て
短
歌

う

た

を
か
く
ペ

ン
を
持
ち
う
る
小
さ
き
幸
福佐

倉
市
　
山
口
　
雄
造

短
歌
を
作
る
喜
び
が
率
直
に
出
て
い
て
、
こ
の
歌
も
同

感
で
き
る
。「
幸
福
」
は
や
や
生な

ま

な
表
現
だ
か
ら
「
よ
ろ

こ
び
」
く
ら
い
に
し
た
い
。「
短
歌

た
ん
か

」
と
読
ま
せ
る
方
が

自
然
。

《
添
削
例
》
い
ち
に
ち
の
す
べ
て
終
り
て
短
歌
か
く
ペ
ン

を
持
ち
う
る
こ
と
の
よ
ろ
こ
び

く
桔
梗
の
花
が
咲
い
て
い
て
、
亡
き
友
の
人
柄
な
ど
を
改

め
て
偲
ば
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
心
に
響
く
一
首
。

《
添
削
例
》
友
逝
き
し
故
郷

ふ
る
さ
と

に
来
て
身
に
ぞ
し
む
桔
梗
の

花
が
密
や
か
に
咲
く



似
て
い
る
と
こ
ろ

似
て
い
な
い
と
こ
ろ

ハ
イ
キ
ン
グ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
似
て
い
ま
す
が
全
く

取
り
込
み
な
が
ら
行
う
運
動
で
、
”ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
“の
ハ

イ
キ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
自

分
が「
楽
で
あ
る
」と
感
じ
ら
れ
る
程
度
の
身
体
活
動
を
一

日
20
分
以
上
、
週
２
回
以
上
で
一
週
間
に
合
計
１
４
０
分

以
上
行
う
の
が
望
ま
し
い（
65
〜
74
歳
健
康
保
持
増
進
目
的
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
し
て
の
危
険
信
号
は
①
だ
る
い
②
終
わ
っ
た
あ
と

違
和
感
が
あ
る
・
痛
い
③
や
っ
て
い
る
間
違
和
感
や
痛
み

が
あ
り
や
め
た
い
④
違
和
感
や
痛
み
の
た
め
や
り
た
く
な

い
の
順
に
重
く
な
り
ま
す
。
こ
の
原
因
を
①
環
境
の
変
化

（
歩
く
場
所
・
路
面
の
状
態
・
高
低
な
ど
）②
使
用
し
て
い

る
用
具（
靴
・
靴
下
・
服
装
・
杖
な
ど
。
靴
を
新
し
く
し
た

な
ど
も
）③
フ
ォ
ー
ム（
歩
く
ス
タ
イ
ル
・
力
の
入
れ
具
合

な
ど
）
④
量
と
密
度（
こ
れ
は
時
間
と
運
動
の
強
さ
に
よ
っ

て
変
わ
る
も
の
で
、
休
養
も
含
ま
れ
ま
す
）に
分
け
て
分
析

す
る
と
ど
こ
が
い
け
な
か
っ
た
か
お
お
よ
そ
の
見
当
が
つ

く
は
ず
で
す
。
そ
こ
を
改
善
し
次
に
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
回
復
に
も
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
早
い
段
階
で
の
チ
ェ
ッ
ク
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、
年
を
取
る
と
「
疲
れ
は
二
度
来
る
」
と
い

わ
れ
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
後
、
若
い
と
き
に
は
疲
労
の
ピ

ー
ク
は
直
後
に
あ
り
速
や
か
に
回
復
し
翌
日
に
は
元
気
に

な
り
ま
す
が
、
高
齢
化
と
共
に
ピ
ー
ク
が
も
う
一
度
３
日

目
く
ら
い
に
来
る
の
で
す
。
翌
日
あ
ま
り
疲
れ
な
か
っ
た

と
思
っ
て
動
い
て
し
ま
う
と
２
度
目
の
ピ
ー
ク
に
疲
れ
が

重
な
り
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
で
捻
挫
な
ど
し
て
も
自
力
で
頑
張
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
ほ
か
の
人
も
巻
き

添
え
に
す
る
危
険
が
あ
る
か
ら
で
す
。
事
前
に
十
分
な
余

裕
の
あ
る
計
画
と
体
の
調
整
を
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

分
の
現
在
の
状
態
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
に
は
か
か
り
つ
け
の
何
で
も
相
談
出
来
る
医
療
機
関
や

医
師
を
も
つ
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
体
の
状
態
を
的
確
に
教

え
て
も
ら
え
、
現
状
把
握
が
出
来
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、
自
分
と
ほ
か
の
人
は
体
の

状
態
が
全
く
違
う
の
で
比
較
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
マ
イ
ペ
ー
ス
が
一
番
良
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
な
ど
は
公
園
へ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
行
っ
て
も
妻
と
は
ス

タ
ー
ト
時
点
で
別
れ
ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
の
場
合
は
集
団

が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
な
る
べ
く
ペ
ー
ス
の
あ
っ
た
集
団

が
良
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
訳
が
あ
り
ま
す
。
健
康
の
た
め
、
生
活
習
慣

病
予
防
の
為
に
は
肥
満
度
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
肥
満
度

は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
判
定
す
る
の
が
一
般
的
で
す（
表
２
参
照
）。

現
在
男
性
は
85
cm
、
女
性
は
90
cm
以
上
腹
囲
が
あ
る
と
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守
　
正
英

●
病病
をを
ふふ
せせ
ぐぐ
●

元
　
千
葉
県
医
師
会
理
事

八
日
市
場
市
匝
瑳
郡
医
師
会
会
長
・
守
医
院

ハ
イ
キ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
起
こ
り
や
す
い
怪
我
の
予
防

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会

●●
ママ
イイ
ペペ
ーー
スス
がが
一一
番番
！！

ＢＭＩ
18.5未満　　　

18.5以上～25未満　　
25以上～30未満　　
30以上～35未満　　
35以上～40未満　　

40以上

●●
有有
酸酸
素素
運運
動動
でで
内内
臓臓
脂脂
肪肪
をを
減減
らら
すす

判　定
低体重
普通体重
肥満度１
肥満度２
肥満度３
肥満度４

判
　
定
　
基
　
準

※ＢＭＩ＝体重÷身長÷身長
（kg）（m）（m）

・健康維持・増進・体力保持のために役立つ　　
・歩くということ
・生活の充実・生き甲斐等を得る

・体に対する負荷の度合い
（程度にもよるがハイキング＞ウォーキング）
・環境の変化の度合い
（ハイキング＞ウォーキング）
・環境対策の重要度（ハイキング＞ウォーキング）
・危険度（ハイキング＞ウォーキング）

一
般
的
に
ハ
イ
キ
ン
グ
に
お
け
る
怪
我

け

が
（
障
害
）に
は
表

１
に
示
す
よ
う
に
沢
山
あ
り
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は

違
う
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
生
ま

れ
た
時
か
ら
食
べ
る
こ

と
、
話
す
こ
と
な
ど
誰
で

も
同
じ
に
で
き
ま
す
の
で

歩
く
こ
と
も
同
一
に
考
え

が
ち
で
す
が
、
生
ま
れ
も

育
ち
も
環
境
も
考
え
方
も

同
じ
人
は
誰
一
人
い
ま
せ

ん
。
肉
体
も
そ
う
で
す
。

捻
挫
・
筋
肉
痛

く
ら
い
で
し
ょ

う
か
。
ど
ち
ら

を
す
る
に
せ
よ

健
康
の
為
な
ら

ば
こ
の
よ
う
な

怪
我（
障
害
）を

し
な
い
こ
と
が

一
番
大
事
で

す
。
ま
ず
ご
自

内
臓
脂
肪
が
あ
り
す
ぎ
る

と
い
わ
れ
ま
す
。
肥
満
の

原
因
は
こ
の
内
臓
脂
肪
に

よ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

で
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す

に
は
有
酸
素
運
動
が
第
一

と
い
わ
れ
ま
す
。
有
酸
素

運
動
と
は
体
内
に
酸
素
を

（表２）

（表１）

天候によるもの
日射病・熱射病・凍傷・落雷
高低によるもの　　
高山病
動植物によるもの　
ハチ・熊等の動物・蛇・ヒル・キノコ・うるし等
不注意等によるもの　
捻挫・骨折・滑落・転落
その他によるもの　
落石・地滑り・雪崩・溺れ等
ハイキング後のもの　
関節痛・筋肉痛・持病の悪化等

●●
危危
険険
信信
号号
とと
原原
因因
をを
チチ
ェェ
ッッ
クク

(社)



最高峰の『高松宮記念賞』受賞・刀匠 松田　次泰さん（57歳）〈千葉市〉

裏庭にある作業場『次泰鍛刀場』で「火造り」
と呼ばれる作業に集中。平成17年に千葉県
内で唯一、伝統的工芸品の指定を受けました

古刀技術の再現にいどむ

鎌
倉
時
代
初
期
の
刀
剣
技
術
を
修
得
す
る

た
め
20
年
の
長
い
歳
月
を
費
や
し
ま
す
。

平
成
８
年
、
つ
い
に
小こ

乱み
だ
れ

の
刃は

文も
ん

技
術

を完
成
さ
せ
、
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

協
会
長
賞
を
受
賞
。
松
田
さ
ん

の
名
前
を
高
め
ま
し
た
。

刃は

文も
ん

は
刀
身
の
焼や

き

刃ば

の
部
分

に
あ
る
模
様
の
こ
と
で
、
直
線

的
な
直す

ぐ

刃は

と
乱

み
だ
れ

刃ば

に
大
別
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
も
刀
剣
を
美
し

く
見
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
小

乱
は
模
様
が
細
か
く
、
さ
ざ
波

の
よ
う
な
美
し
さ
を
誇
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
以
後
、
毎
年

大
賞
に
輝
き
、
平
成
18
年
に
国

内
で
は
最
高
の
『
高
松
宮
記
念

賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。

松
田
さ
ん
は
昭
和
23
年
北
海

道
生
ま
れ
。
本
名
は
周
二
。
北

海
道
教
育
大
学
特
設
美
術
科
で

油
絵
を
修
め
た
後
の
同
49
年
、

刀
剣
に
魅
せ
ら
れ
て
人
間
国
宝

47

刀
剣
は
、
完
成
ま
で
に
お
よ
そ
７
工
程
。

特
に
『
焼
入
れ
』
は
結
果
が
す
ぐ
現
れ
る
の

で
、
最
も
緊
張
す
る
作
業
。
刃
文
を
入
れ
る

た
め
焼
刃
土
を
塗
り
、
刀
身
を
８
０
０
度
前

後
の
高
温
で
赤
ら
め
て
焼
き
入
れ
し
ま
す
。

松
田
さ
ん
は
、
一
振
り
完
成
さ
せ
る
ま
で

約
１
年
半
〜
６
年
。
”松
田
の
小
乱
“
に
惚

れ
て
注
文
は
多
い
が
、
納
得
す
る
ま
で
打
ち

直
す
た
め
製
造
本
数
は
極
め
て
微
少
。
今
後

も
「
鎌
倉
期
の
技
術
を
使
い
、
自
分
独
自
の

の
宮
入
行
平（
故
人
）の
一
番
弟

子
・
高
橋
次
平
師
に
入
門
。
遅
い
入
門
で
あ

っ
た
た
め
、
内
弟
子
期
間
は
通
常
よ
り
短
く

７
年
で
独
立
。
内
弟
子
期
間
を
含
め
、
そ
の

後
も
鎌
倉
時
代
の
古
刀
技
術
を
再
現
す
る
た

め
の
修
行
は
続
き
、
刀
剣
関
係
の
美
術
館
や

資
料
館
、
図
書
館
や
神
田
の
古
書
店
な
ど
片

っ
端
か
ら
訪
ね
歩
き
ま
し
た
。
師
匠
か
ら
、

「
刀
は
頭
で
作
る
も
ん
じ
ゃ
ね
ー
！
」。
よ
く

叱
ら
れ
た
も
の
で
す
、
と
松
田
さ
ん
。



黒
潮
薫
る
白
砂
の
海
岸

網
代
湾
周
辺
と
御
宿
の
湯
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JR
御
宿
駅
で
下
車
し
、
駅
前
の
通
り
を

直
進
し
て
す
ぐ
左
手
の
平
屋
の
建
物
が
御

宿
町
歴
史
民
俗
資
料
館
で
す
。
見
学
の
後

は
国
道
１
２
８
号
を
渡
り
、
新
町
交
差
点

を
右
折
し
ま
す
。
こ
の
通
り
は
２
と
７
の

つ
く
日
に
朝
市
が
開
か
れ
ま
す
。
突
き
当

た
り
の
Ｔ
字
路
を
左
へ
曲
が
る
と
神
明
神

社
の
鳥
居
が
見
え
ま
す
。
お
社
へ
続
く
石

段
の
途
中
か
ら
は
こ
ず
え
を
透
か
し
て
、

家
並
み
と
海
が
望
め
ま
す
。
海
岸
沿
い
の

車
道
に
出
て
し
ば
ら
く
進
む
と
、
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
て
上
り
坂
に
な
り
ま
す
。
左
手

の
道
標
に
従
い
メ
キ
シ
コ
記
念
公
園
へ
到

着
で
す
。
メ
キ
シ
コ
記
念
塔
か
ら
遊
歩
道

を
行
く
と
網
代
湾
を
一
望
す
る
休
憩
所
が

あ
り
ま
す
。
坂
道
を
戻
っ
て
さ
ら
に
北
東

へ
１
・
４
km
ほ
ど
歩
く
と
田
尻
海
岸
で
す
。

江
戸
時
代
初
期
の
１
６
０
９（
慶
長
14
）

年
、
メ
キ
シ
コ
に
向
か
う
ス
ペ
イ
ン
船
が

こ
の
沖
で
座
礁
。
乗
っ
て
い
た
前
フ
ィ
リ

ピ
ン
諸
島
長
官
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
ら
は
村

民
総
出
の
救
出
活
動
で
３
１
７
人
が
助
け

〈
夷
隅
郡
御
宿
町
〉

ら
れ
ま
し
た
。
一
行
は
30
日
余
り
滞
在
し

た
後
、
徳
川
家
康
・
秀
忠
に
謁
見
し
浦
賀

か
ら
無
事
帰
国
。
こ
の
出
来
事
が
ス
ペ
イ

ン
・
メ
キ
シ
コ
と
の
修
交
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
す
。

帰
路
は
岩
和
田
漁
港
ま
で
引
き
返
し
て

海
岸
に
出
て
、
清
水
川
を
渡
る
と
月
の
沙

漠
公
園
で
す
。
そ
ば
に
童
謡
の
作
詞
を
し

た
加
藤
ま
さ
を
や
御
宿
ゆ
か
り
の
人
々
を

紹
介
す
る
記
念
館
も
あ
り
ま
す
。
再
び
国

道
を
渡
り
外
房
線
の
線
路
脇
に
あ
る
最
明

寺
へ
向
か
い
ま
す
。
天
然
記
念
物
の
夫
婦

銀
杏
や
鴨
川
出
身
の
武
志
伊
八
郎
（
通
称

「
波
の
伊
八
」）
が
刻
ん
だ
彫
刻
が
見
ど
こ

ろ
。
最
明
寺
か
ら
御
宿
の
湯
「
ク
ア
ラ
イ
フ

御
宿
」
ま
で
は
15
分
ほ
ど
の
道
の
り
で
す
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉
Ｊ
Ｒ
御
宿
駅→

御
宿

町
歴
史
民
俗
資
料
館→

メ
キ
シ
コ
記
念

公
園→

ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
上
陸
地→

岩

和
田
漁
港→

月
の
沙
漠
公
園→

最
明
寺→

御
宿
の
湯
　

◎
約
３
時
間
※
休
憩
・
見
学
時
間
を
除
く

童
謡
「
月
の
沙
漠
」
誕
生
の
地
と
し
て

知
ら
れ
る
外
房
の
御
宿
町
。
白
い
砂
浜
を

行
け
ば
、
異
国
情
緒
を
漂
わ
せ
る
ラ
ク
ダ

像
が
印
象
的
で
す
。
太
平
洋
の
潮
騒
を
聞

き
な
が
ら
、
約
４
０
０
年
前
に
始
ま
る
ス

ペ
イ
ン
・
メ
キ
シ
コ
と
の
親
交
の
歴
史
に

も
思
い
を
は
せ
ま
す
。
距
離
は
短
い
な
が

ら
も
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
で
す
。

12

メ
キ
シ
コ
記
念
公
園
の
展
望
台
か
ら
望
む
網
代
湾
と
岩
和
田
漁
港
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昭
和
３
年
に
建
立
さ
れ
た

メ
キ
シ
コ
記
念
塔（
日
西
墨

三
国
交
通
発
祥
記
念
之
碑
）

地下800mから湧く天然温泉。全身浴、圧
注浴、歩行浴など７種類の浴槽があり、体調
に応じた入浴プログラムを行うことで、温泉
の効果が高まります。
◆泉　　質／ナトリウム―炭酸水素塩温泉
◆効　　能／神経痛、筋肉痛、関節痛、慢性消化器

疾患など
◆入浴料／大人1,000円 ※老人手帳持参者は4割引

子ども(3歳以上12歳未満)500円
◆営業時間／平日　15:00～22:00(土曜13:00～、日曜・

祝日10:00～)
◆定休日／火曜日(祝日の場合は翌日)

※12／31～1／7は無休
0470-68-5598 http://www.kurlife.com

●電車の場合(片道約1時間半・1,110円)
千葉駅(JR外房線)→御宿駅

●車の場合　東金九十九里有料道路の一
宮出口から国道128号を南下、約40分

〔お問い合わせ先〕
◆御宿町歴史民俗資料館 0470-68-4311
◆御宿町観光協会　 0470-68-2414
http://www.onjuku-kankou.com

御
宿
町
歴
史
民
俗
資
料
館
は
常
設

展
示
の
ほ
か
３
か
月
ご
と
に
企
画

展
を
開
催
。
現
在
、
企
画
展
「
ド

ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
救
出
４
０
０
年
近

し
」
を
開
催
中（
11
月
30
日
ま
で
）

御宿の湯「クアライフ御宿」

岩
和
田
漁
港
。
外
房
一
帯
は
イ
セ
エ
ビ
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す

ドン・ロドリゴ一行が上陸した田尻海岸は県指定史跡です

海
岸
に
立
つ
月
の
沙
漠
記
念
像

町を流れる清水川に今年、ニシキ
ゴイ約６万匹が放流されました

最明寺の夫婦銀杏は町指定文
化財。樹齢数百年を経た二株
は枝が重なりあう大木に成長
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腕を磨いて気楽に奉仕

生 生 ネき き ッ ト クーワ 47

保
育
所
の
遊
具
な
ど
を
製
作
し
修
理
す
る
一
方
、

毎
年
夏
休
み
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
木
工
教

室
を
開
催
し
、
な
か
な
か
の
好
評
で
す
。

会
員
は
20
代
後
半
〜
60
代
。
数
年
後
に
定
年

を
控
え
た
人
も
多
く
、
職
種
も
多
彩
。
合
同
訓

練
は
毎
月
１
回
、
第
１
日
曜
日
に
名
誉
理
事
で

元
大
工
棟
梁
・
職
業
訓
練
指
導
員
の
岡
田
昭
五

郎
さ
ん（
四
街
道
市
吉
岡
）の
好
意
に
よ
り
提
供

さ
れ
た
広
い
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

NPO法人四街道サンデー木工倶楽部『木楽会』

四街道市の中央保育所に製作設置した木製スベリ台

『
木
楽
会
』（
亀
田
進
也
理
事
長
）は
、
そ
れ
ま

で
の
「
趣
味
の
会
木
工
倶
楽
部
」
を
母
体
と
し

て
平
成
14
年
８
月
、
千
葉
県
の
認
証
を
受
け
て

発
足
し
ま
し
た
。

総
勢
１
３
７
人
の
倶
楽
部
員
の
う
ち
ベ
テ
ラ

ン
40
人
が
選
ば
れ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
所
属
。
四

街
道
市
の
支
援
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
に
同
市
立

山
梨
小
学
校
校
庭
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
同
中
央

木
工
倶
楽
部
の
中
に
生
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
木
楽
会
」。
お
互
い

に
相
談
し
合
っ
た
り
班
長
の
指
導
を
仰
ぐ
な
ど
、
腕
を
磨
き
合
っ
て
い
ま
す
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音が違います。滑りが違います。カンナの扱いに見愡れる面々

奈良法隆寺の夢殿は八角形。全員の
知恵と技と勇気がそろい、木楽会の
“夢殿”（六角形）はまもなく完成し
ます。１年がかりの労作は、おしゃ
れなトイレに変身するとのことです

休憩時間に全員集合。現役から退職者まで全員元気。目が輝いています

大工道具は原則、会員の個人所有。技を磨
くためには、それなりの経費がかかります

夏休みに会主催で開かれた木工教室。参加者で体育館は溢れました

法
人
の
主
な
業
務
内
容
は
、
①
住
宅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
工
事
の
実
地
指

導
や
支
援
、
②
公
共
・
民
間
施
設
あ
る
い
は
里

山
の
維
持
・
管
理
・
保
全
、
③
木
造
建
築
ま
た

は
構
造
物
の
施
行
・
修
理
・
保
全
、
な
ど
。
今

後
も
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
手
す
り
の
設
置
、

床
面
の
段
差
解
消
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工
事
を

は
じ
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
相
談
、
実
地
指

導
な
ど
、「
公
共
事
業
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
お

役
に
立
ち
た
い
。
名
前
同
様
、
気
楽
に
楽
し
く
、

さ
わ
や
か
に
で
す
」
と
理
事
長
の
亀
田
さ
ん
。

毎
年
１
月
に
倶
楽
部
員
を
募
集
。
女
性
も
可

（
現
在
４
人
）。
連
絡
先
は
横
山
欣
也
副
理
事

長
・
事
務
局
長（

０
８
０-

３
４
２
８-

９
２
６
２

０
４
３-

４
２
１-

５
４
８
０
）ま
で
。



千葉市花見川区幕張本
郷6-25-18
043-273-2780

JR幕張本郷駅から徒
歩５分
11:00～14:00
17:00～21:00
日・月曜日
１階40席 ２階宴会場
は40名様くらいまで　
５台

●
幕
張
の
地
に
30
余
年

「
志
む
ら
」
（
千
葉
市
）

※L.O＝ラストオーダー　※料金は総額表示（消費税を含んだ価格）となります。

地
元
で
は
よ
く
知
ら
れ
る
魚
の
う
ま
い
店
。
毎
朝
、

ご
主
人
が
船
橋
の
市
場
で
吟
味
し
た
新
鮮
な
魚
の
料
理

が
並
び
ま
す
。ラ
ン
チ
は
日
替
り
の
定
食
が
数
種
類
で
、

刺
身
盛
り
合
せ
定
食
、
ぶ
り
の
照
焼
き
定
食
、
ま
ぐ
ろ

カ
マ
煮
付
定
食
、
ホ
タ
テ
フ
ラ
イ
定
食
な
ど
。
夜
は
、

お
刺
身
盛
り
合
せ
（
１
人
前
１
５
８
０
円
〜
）
や
ジ
ャ

ン
ボ
海
老
フ
ラ
イ
定
食
（
１
６
８
０
円
）
が
人
気
で
す
。

旬
を
迎
え
た
あ
ん
肝
（
７
４
０
円
）
や
岩
カ
キ
（
生
カ

キ
・
６
３
０
円
）、
好
評
の
芋
焼
酎
・
薬
王
門
（
５
０

０
ml
・
２
０
０
０
円
）
も
お
勧
め
。

木更津市大和2-2-15
0438-22-4488

www.taku.co.jp
JR木更津駅東口より徒
歩５分。「塚田公園」前
11:30～13:45  17:00～22:00
年中無休（元日除く）
畳部屋５室（40席）うち
21席が椅子席
８台

併設の「魚
とと

や77」では日替わり定食が
ワンコイン（500円）でＯＫ。海鮮丼や
鉄火丼、やまかけ、刺身ほか、メニュ
ーは豊富。
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千
葉
銀
座
通
り
に
今
年
６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
、
女
性
を
中
心
に
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
パ
ス
タ

メ
ニ
ュ
ー
は
常
時
約
40
種
（
８
０
０
円
〜
）。
塩
味
、

ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス
、
自
家
製
ミ
ー
ト

ソ
ー
ス
、
和
風
、
ス
ー
プ
仕
立
て
、
冷
製
な
ど
。
麺
の

硬
さ
や
ソ
ー
ス
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
、
辛
さ
の
調
整
ま
で
要

望
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
メ
ン
チ
カ
ツ
や
ハ
ン

バ
ー
グ
な
ど
気
取
ら
ず
に
い
た
だ
け
る
、
し
か
も
本
格

手
作
り
料
理
が
多
彩
で
す
。
ド
リ
ン
ク
類
は
ア
ル
コ
ー

ル
メ
ニ
ュ
ー
も
含
め
て
60
種
と
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

★
「
ゆ
と
り
」
読
者
特
典

＝
所
在
地
　

＝
交
通
　

＝
営
業
時
間
　

●
箸
で
も
Ｏ
Ｋ
！
気
軽
に
イ
タ
リ
ア
ン

イ
タ
リ
ア
食
堂
「
イ
ア
ラ
」

●
外
房
観
光
コ
ー
ス
の
中
継
基
地

四
季
味
宴
席「
た
　
く
」
（
木
更
津
市
）

１階は椅子と畳敷きのテーブル席、２
階は宴会場で、毎年の忘年会や新年会
などにとても重宝がられています。

（
千
葉
市
）

お
い
し
い
時
間
⑫

アイリッシュパブ風のインテリアをレ
ストランにアレンジした店内。個室は
比較的ゆったりとした居心地のよいス
ペース。

千葉市中央区中央2-2-8
秀和ビル5階（パルコ隣り）
043-224-5093

JR千葉駅から徒歩約
10分
11:00～23:00（L.O22:00）
日曜日
80席（個室あり）
パーティープランは４
名様から約30名様まで

厨
房
を
切
り
盛
り
す
る
の
は
、
木
更
津
鮮
魚
商
協
同

組
合
理
事
長
で
オ
ー
ナ
ー
板
長
の
齊
藤
卓
さ
ん
。
自
ら

市
場
へ
出
向
き
吟
味
し
た
上
で
仕
入
れ
ま
す
。

人
気
の
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
、
季
節
魚
の
刺
身
に
焼

き
魚
ま
た
は
煮
魚
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
産
ビ
ー
フ
・
ス

テ
ー
キ（
冬
は
ス
キ
ヤ
キ
）、
車
え
び
と
季
節
野
菜
の
天

婦
羅
、
ア
ジ
の
た
た
き
、
お
代
わ
り
自
由
の
ご
飯
。
さ

ら
に
地
元
産
ア
サ
リ
た
っ
ぷ
り
の
味
噌
汁
が
つ
い
て
、

な
ん
と
１
５
７
５
円
。
群
馬
県
な
ど
他
県
か
ら
の
リ
ピ

ー
タ
ー
客
が
多
い
の
も
頷
け
ま
す
。



銚子市飯沼町186-104
0479-22-4000

www.magurogura.com
JR銚子駅より徒歩20分
1F 11:30～14:00（L.O）
17:00～21:00（L.O）

2F 11:30～21:00（L.O）
年中無休
1Fカウンター12席、
掘炬燵6人席（4席）

2Fカウンター15席、
テーブル6人席（3席）
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習志野市大久保1-18-12
鈴木ビル２階
047-403-8194

www1.odn.ne.jp/kushi-jiman
京成電鉄大久保駅から
徒歩２分
日～木曜17:00～1:00
（L.O24:00）金・土・
祝前日17:00～2:00
（L.O 1:00）
年中無休
60席 ※貸切りも可能

流山市東深井409-5
04-7155-2215

www.ini-saja.com
東武野田線運河駅から
徒歩２分
11:30～14:00   18:00～22:30
月曜日
テーブル18席、カウン
ター６席
24名様まで
３台

多
く
の
島
々
か
ら
な
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
郷
土
料
理

の
お
店
。
看
板
メ
ニ
ュ
ー
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
最

も
親
し
ま
れ
て
い
る
ア
ヤ
ム
・
ゴ
レ
ン
（
鶏
の
香
味
揚

げ
）。
十
数
種
類
の
香
辛
料
を
使
っ
て
鶏
肉
を
炊
き
、

約
４
時
間
漬
け
込
ん
だ
後
で
高
温
で
揚
げ
た
も
の
。
皮

が
カ
リ
ッ
と
香
ば
し
く
、
油
っ
ぽ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
現

地
の
屋
台
で
学
ん
だ
レ
シ
ピ
を
基
に
味
が
再
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
ほ
か
に
旬
の
魚
を
使
っ
た
バ
ナ
ナ
リ
ー
フ
包

み
焼
き
や
、
鶏
ガ
ラ
ベ
ー
ス
の
ス
ー
プ
な
ど
ど
れ
も
本

場
の
お
い
し
さ
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

＝
定
休
日
　
　
＝
席
数
・
部
屋
数
　
　
＝
駐
車
場

＝
宴
会
・
パ
ー
テ
ィ
ー

●
辛
党
が
喜
ぶ
串
焼
き
の
店

炭
焼
家
「
串
じ
ま
ん
大
久
保
店
」

●
屋
台
の
味
を
現
地
ス
タ
イ
ル
で

ア
ジ
ア
ン
キ
ッ
チ
ン
「
Ｉ
ｎ
ｉ
ｓ
ａ
ｊ
ａ
」
（
流
山
市
）

銚
子
港
の
目
の
前
に
あ
る
地
魚
専
門
店
。
名
前
の
と

お
り
マ
グ
ロ
が
超
目
玉
で
す
。

昼
食
の
一
番
人
気
は
「
板
さ
ん
お
ま
か
せ
定
食
」
と

「
特
上
蔵
盛
り
13
種
」。
魚
介
類
た
っ
ぷ
り
の
特
別
定
食

は
、
マ
グ
ロ
、
金
目
、
サ
バ
、
ス
ズ
キ
、
カ
ツ
オ
の
刺

身
に
ア
ジ
の
な
め
ろ
う
、
岩
ガ
キ
、
イ
ワ
シ
の
天
婦
羅
、

ア
ジ
の
ツ
ミ
レ
ま
た
は
あ
ら
煮
の
９
種
に
カ
ツ
オ
の
小

鉢
が
つ
い
て
２
６
０
０
円
。
特
上
蔵
盛
り（
鮨
）は
鮮
度

抜
群
の
地
魚
13
貫
が
飾
ら
れ
て
２
９
０
０
円
。
リ
ピ
ー

タ
ー
客
が
多
い
の
も
同
店
の
特
徴
で
す
。同店の自慢に名物「カキのおばこ焼」

（850円）があります。天然の岩ガキに
醤油のもと（ひしお）を垂らし、筍、椎
茸を入れ、さらに卵の黄身で和えてオ
ーブンで焼き上げます。

●
銚
子
の
旨
い
地
魚
が
食
べ
ら
れ
る

銚
子
港
「
鮪ま

ぐ
ろ

蔵ぐ
ら

」
（
銚
子
市
）

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
鶏
も
も
一
枚
揚
げ
（
限
定
品
７

８
０
円
）
で
、
日
向
鶏
を
使
い
備
長
炭
で
表
面
は
香
ば

し
く
中
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
に
高
温
で
焼
き
上
げ
ま
す
。
サ

ー
モ
ン
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
や
生
春
巻
な
ど
、
串
焼
き
以

外
の
創
作
料
理
も
充
実
。「
得
得
こ
み
こ
み
コ
ー
ス
」

（
３
１
５
０
円
）
は
串
焼
き
３
種
類
と
創
作
料
理
２
品

に
サ
ラ
ダ
、
煮
物
、
ご
飯
も
の
に
飲
み
放
題
ま
で
つ
い

て
大
満
足
。
こ
だ
わ
り
の
焼
酎
は
、
季
節
に
よ
っ
て
入

荷
す
る
希
少
な
も
の
も
含
め
て
60
種
ほ
ど
を
用
意
し
、

焼
酎
好
き
を
満
足
さ
せ
て
い
ま
す
。

アヤム・ゴレン（２ピース、780円）。
これにミニスープ、ライス、トラジャ
コーヒーがついてお得なランチセット
は880円。サンバルというトマトベー
スの辛みのあるソースをつけてもおい
しい。ぶつ切りにした生野菜も現地の
スタイルです。

（
習
志
野
市
）

お
い
し
い
時
間
⑫

通常の飲み放題のメニューに地酒と本
格焼酎を加えた飲み放題のコースもあ
ります。学生向けの飲食店が多い大久
保商店街にあって大人の雰囲気の店内。
カウンター席、掘りごたつ席のほか個
室もあります。

イ
ニ

・

サ
ジ
ャ




